
日米の生命保険比較 ～仕組み・商品・文化の違いを理解す
る～
両国の生命保険制度には根本的な違いがあります。日本では「守り」の姿勢で長期的な貯蓄性と安定を重視する一方、アメリカでは「攻め」の姿

勢で保障性と多様な選択肢を提供しています。それぞれの特徴を理解し、最適な選択ができるようになりましょう。



本日のアジェンダ
生命保険は国によって大きく異なり、その背景には各国の社会保障制度や文化的価値観が反映されています。日米の違いを理解することは、グローバル
化が進む現代において重要な知識となります。

01

はじめに
なぜ今、日米の保険比較が重要なのか、その背景と目的について説明します。グローバル化の進展により、各国の保険制度の違いを理解することが必要
になっています。

02

結論
日米の生命保険における最大の違いを先に理解することで、詳細な比較を効果的に把握できます。「攻め」と「守り」の違いが本質です。

03

比較ポイント
保険料と予定利率、商品の多様性、制度・文化・税制の3つの観点から詳細に比較します。それぞれのポイントごとに両国の特徴と違いを解説します。

04

まとめ
全体を通して学んだことを整理し、それぞれのライフプランに合った生命保険の選び方についての考え方を提示します。



日米の生命保険における最大の違い

比較項目 アメリカの生命保険 日本の生命保険

コンセプト 資産形成ツール 万が一の保障

価格 比較的割安 比較的高め

柔軟性 高い（保険料・保障額の変更が容易） 限定的

役割 自己責任社会を支える金融商品 公的保障を補完する役割

アメリカの生命保険は「攻め」の資産形成ツールとして位置づけられ、資産運用や相続対策などの積極的な目的で活用されています。一方、日本の生命保険は「守り」の保障として、家族の将来に対する安心を確保するための

手段と考えられています。

この基本的な考え方の違いが、商品設計、価格設定、販売方法など、あらゆる面に影響を与えています。アメリカでは自己責任の社会背景から積極的な資産形成が求められるのに対し、日本では公的保障を補完する役割が重視

されています。



【比較1】保険料と予定利率
予定利率の差

米国は高く、日本は低い

予定利率とは保険会社が契約者から預

かった保険料の「運用利回り予測」で

す。アメリカでは3～4%台の予定利率
が一般的ですが、日本では低金利環境

を反映して1%前後に設定されているこ
とが多いです。

運用方針の違い

米国は積極的、日本は安定志向

アメリカの保険会社は株式や不動産な

どへの投資比率が高く、積極的な運用

を行っています。日本の保険会社は国

債などの安全資産への投資比率が高

く、安定性を重視した運用を行ってい

ます。

保険料への影響

米国は割安、日本は高め

高い予定利率と積極的な運用によっ

て、アメリカの生命保険は同じ保障内

容でも日本より保険料が割安になる傾

向があります。日本では安全性を重視

した結果、保険料が割高になっていま

す。

予定利率の違いは長期的な資金形成に大きな影響を与えます。例えば、100万円を30年運用した場合、予定利率3%ではおよそ242万円になります
が、予定利率1%では134万円にしかなりません。この差が保険料や将来受け取る保険金額に反映されるのです。



【比較2】商品の多様性と目的

アメリカの生命保険

ユニバーサル保険：保険料や保障額を柔軟に変更可能

変額ユニバーサル保険：契約者が投資先を選択できる

投資性が高い商品が主流で、資産形成機能を重視

保障上限額が非常に高く、富裕層の相続対策に有効

保険料の一部を株式市場など高リターンが期待できる投資に回す仕

組み

アメリカではファイナンシャルプランニングの一環として生命保険が

活用され、老後資金や子どもの教育資金など将来の資産形成を目的と

しています。

日本の生命保険

定期保険：一定期間の死亡保障を提供

終身保険：一生涯の保障と貯蓄性を兼ね備える

医療保険/がん保険：特定の疾病や入院に対する保障

安定・確実性を重視した商品設計

公的保険を補完する役割が強い

日本では「万が一」に備える保障として生命保険が位置づけられ、家

族の生活保障や医療費の備えなど、リスク対策としての側面が強調さ

れています。

この違いは両国の社会保障制度の違いも反映しています。国民皆保険制度がない米国では、自ら積極的に備える必要がある一方、日本では公的制

度を補完する役割が求められるのです。



【比較3】制度・文化・税制の違い

監督体制

米国：各州が独立して監督

アメリカでは州ごとに保険法が異なり、各州

の保険監督官が監督しています。そのため、

州によって認可される商品や規制が異なる複

雑な構造になっています。

日本：金融庁が一元的に監督

日本では金融庁が全国一律で監督を行い、商

品認可や保険会社の財務健全性をチェックし

ています。全国どこでも同じ基準で保険商品

が提供されています。

販売チャネル

米国：独立代理店が主流

アメリカでは複数の保険会社の商品を扱う独

立したファイナンシャルアドバイザーが中心

で、顧客のニーズに合わせて様々な会社の商

品を比較提案します。

日本：保険会社の営業職員が主流

日本では保険会社に所属する営業職員（いわ

ゆる「保険のおばちゃん」）が主な販売チャ

ネルでしたが、近年は代理店やネット販売も

増加しています。

社会保障と税制

米国：公的医療保険なし、死亡保険金は原則

非課税

アメリカでは65歳以上のメディケア以外の公
的医療保険がなく、自己責任で医療保障を確

保する必要があります。死亡保険金は所得税

の対象外で、相続税対策として活用されま

す。

日本：国民皆保険制度、みなし相続財産とし

て課税対象

日本では国民皆保険制度により基本的な医療

保障が確保されています。死亡保険金は「み

なし相続財産」として相続税の対象となりま

すが、500万円×法定相続人数の非課税枠があ
ります。

これらの違いは両国の歴史的背景や社会保障制度の違いから生まれています。アメリカでは州の権限が強く、自己責任の社会である一方、日本では中央集

権的な体制と公的保障が発達しています。



まとめ：どちらが良いではなく、目的で選ぶ

アメリカの生命保険
メリット

割安な保険料

高い資産形成の可能性

柔軟な商品設計

相続税対策として効果的

保障額の上限が高い

向いている人

資産形成や相続対策を積極的に行いたい人、リスクを取って高いリターンを期待する人、保険料を抑えて高額

の保障を得たい人

日本の生命保険
メリット

安定した保障

全国一律の分かりやすい制度

公的保障との連携

手厚いアフターフォロー

病気特化型保険の充実

向いている人

万が一に備える「安心」を確実に手に入れたい人、リスクを避けて安定を求める人、公的保険を補完したい人

重要なポイント

それぞれの違いを理解し、自身のライフプランや価値観に合った保険を選択することが大切です。「良い・悪い」ではなく、ご自身の目的や状況に合わせて最適な選択をしましょう。両国の保険制度の違いを理解することで、よ

り効果的な資産形成や保障の確保が可能になります。



ご清聴ありがとうございました

1,500+
米国の保険会社数

アメリカでは1,500社以上の生命保険会社が存在し、激しい競争の中で多様
な商品が開発されています。この競争環境が革新的な商品開発と保険料の低

減に寄与しています。

42
日本の生保会社数

日本の生命保険会社は約42社と比較的少数で、各社の商品性に大きな違いが
少ない傾向があります。近年は外資系保険会社の参入や特化型の保険会社も

増えています。

2
保険の考え方

「攻め」と「守り」の2つの考え方があり、どちらが優れているということ
ではなく、ライフプランに合わせた選択が重要です。両国の良い点を理解

し、自分に最適な保険を選びましょう。

ご質問がございましたら、お気軽にJ.K.Wliton Investmentまでお尋ねください。


